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松
原
歴
史
ウ
ォ
ー
ク

日
本
遺
産
・
竹
内
街
道
の
地
名

茶
屋
と
板
橋
・
町
下
・
イ
セ
川
　

飛あ
す
か鳥
時
代
の
推す
い
こ古
天
皇
二
十
一
年

（
六
一
三
）に
設
置
さ
れ
、
日
本
最
古
の
官
道

（
国
道
）
と
い
わ
れ
る
竹た

け
の
う
ち内
街
道
が
四
月
後

半
、
文
化
庁
が
定
め
る
日
本
遺
産
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
大
阪
府
内
で
は
初
め
て
の
こ
と

で
す
。
古
代
は
丹た

じ
ひ
み
ち
比
道
と
よ
ば
れ
、
大
阪
市

の
難な

に
わ
の
み
や

波
宮（
中
央
区
）か
ら
大
和
・
明あ
す
か
日
香
村

（
奈
良
県
）の
飛
鳥
宮
に
至
る
大
道
が
、
近
世

以
降
、
竹
内
街
道
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
っ

た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
堺
市
・
羽
曳
野

市
・
太
子
町
な
ど
と
と
も
に
、
市
域
で
も
南

部
の
岡
・
立
部
地
域
の
約
一・五
キ
ロ
の
距

離
を
東
西
に
走
っ
て
い
ま
す
。
　

な
か
で
も
、
竹
内
街
道
と
中な

か
こ
う
や
高
野
街
道
が

交
わ
る
岡
五
丁
目
の
松
原
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
前
は
松
原
茶
屋
と
も
い
い
、
竹
内

街
道
も
こ
の
あ
た
り
で
は
茶
屋
筋
と
よ
ば
れ

て
い
ま
し
た
。
寛か

ん
せ
い政
九
年（
一
七
九
七
）五
月

に
伊い

勢せ

講こ
う

の
人
々
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
高

野
山（
和
歌
山
県
）や
大
和
を
刻
む
道
標
が
二

基
、
近
接
し
て
見
ら
れ
ま
す（「
歴
史
ウ
ォ
ー

ク
」　
）。

五
月
末
、「
ま
つ
ば
ら
ま
ち
の
案
内
人
」の

み
な
さ
ん
は
、
竹
内
街
道
の
日
本
遺
産
を
記

念
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前
に
市

の
協
力
を
得
て
、
案
内
板
を
建
て
ま
し
た
。

ケ
ヤ
キ
材
の
表
面
に「
竹
内
街
道
」、
裏
面

に「
河
内
国 

竹
内
街
道
」と
彫
っ
て
い
ま
す
。

今
年
に
な
っ
て
完
成
し
た
阿
保
四
丁
目
の

「
長な

が
お尾
街
道
」と「
中
高
野
街
道
」の
案
内
板
に

続
く
も
の
で
す（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」236
・
239
）。

同
地
が
茶
屋
筋
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
、
竹

内
街
道
沿
い
に
は
江
戸
時
代
以
降
、
伊
勢
参

り
や
大お

お
み
ね
さ
ん

峰
山
あ
る
い
は
高
野
山
参
詣
の
人
々

や
大
和
と
大
坂
・
堺
方
面
を
行
き
来
す
る
商

い
の
人
々
な
ど
の
た
め
の
宿
屋
や
料
理
屋
が

並
ん
で
い
ま
し
た
。「
か
ご
や
」
や「
お
の
や
」

な
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
で
は
取
り

壊
さ
れ
、
当
時
の
面
影
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
茶
屋
と
い
う
言
葉
は
江
戸
時

代
ご
ろ
か
ら
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
も
と
は

豊と
よ
と
み
ひ
で
よ
し

臣
秀
吉
が
各
地
で
実
施
し
た
文ぶ
ん
ろ
く禄
三
年

（
一
五
九
四
）十
一
月
の
検け

ん
ち地
の
際
の
岡
村
の

写
し
に
、そ
の
名
が
出
て
き
ま
す
。
写
し
は
、

年
号
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
江
戸
時
代
半
ば
ご

ろ
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
付ふ

せ
ん箋
が
至

る
と
こ
ろ
に
貼
ら
れ
、
文
禄
三
年
時
か
ら
写

さ
れ
た
時
期
ま
で
に
変
わ
っ
た
所
有
者
名
な

ど
を
追
記
し
て
い
ま
す
。

史
料
の
表
紙
は
、『
文
禄
三
年
十
一
月
吉

日 

河
内
国
丹た

ん
ぼ
く北

郡
松
原
郷
内
岡
村
御
検
地

帳
』と
あ
り
ま
す
。
岡
村
の
畑
の
上じ

ょ
うや

中ち
ゅ
うな

ど

の
等
級
、
面
積
、
石こ

く
だ
か高
、
作
人
な
ど
を
し
る

し
た
も
の
で
す
。
こ
の
う
ち
、
作
人
の
居
住

地
が「
お
か
」と
か「
新
堂
」な
ど
と
あ
り
、
秀

吉
時
代
に
は「
茶
屋
」の
名
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
写
さ
れ
た
江
戸
時
代
の
追
記
の
付

箋
に
は「
茶
や 

為た
め
右
衛え

門も
ん
」や「
茶
屋 

喜き

右
衛え

門も
ん

」の
ほ
か
、「
茶
や
ま
へ 

八は
ち

兵べ
え衛

」「
ち
や
ノ
う

し
ろ 

久き
ゅ
う

右
衛え

門も
ん

」「
茶
や
後 

忠ち
ゅ
う

兵べ
え衛

」な
ど

茶
屋
地
の
作
人
の
名
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

小こ
あ
ざ字
図
を
見
る
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
を
中
心
と
し
た
地
が
茶
屋
の
あ
る「
岡
」

で
、
街
道
の
南
側
が「
茶
屋
前
」、
北
側
が「
茶

屋
後
」
と
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
、
人
々
の
行

き
来
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
、
茶
屋
が
建
て
ら

れ
、
地
名
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

同『
御
検
地
帳
』に
は
、茶
屋
名
と
並
ん
で
、

「
い
た
は
し 

四し
ろ郎
右
衛え
も
ん門
」「
い
た
は
し 

弥や
ざ三

右
衛え

門も
ん
」な
ど
、「
い
た
は
し
」の
地
名
も
あ
り

ま
す
。
現
在
、
竹
内
街
道
の
下
を
清せ

い
ど
う
が
わ

堂
川
が

南
北
に
流
れ
、
道
を
横
切
る
橋
は「
岡お

か
は
し橋
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
元
来
は
平

成
元
年（
一
九
八
九
）
三
月
、
清
堂
川
の
改

修
で
橋
が
付
け
替
え
ら
れ
る
ま
で
、
同
橋
は

「
板い

た
は
し橋
」と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
か

ら
続
く
由
緒
あ
る
小
字
名
で
、
街
道
付
近
を

「
板
橋
」と
称
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、「
岡
橋
」

と
改
名
さ
れ
た「
板
橋
」は
街
道
の
す
ぐ
下
流

に
同
月
に
新
橋
が
架
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
橋
に
こ
の「
板
橋
」
の
名
を
移
し
た
の
で

す
。「
板
橋
」
名
が
復
活
し
た
の
は
い
い
の
で

す
が
、
歴
史
的
に
は
竹
内
街
道
上
に
名
を
戻

す
の
が
自
然
な
の
で
す
。

現「
板
橋
」
の
す
ぐ
北
側
に
は「
町ち

ょ
う
げ
は
し

下
橋
」

（
昭
和
六
十
三
年
竣
工
）と「
伊い

せ勢
橋は

し
」（
昭
和

六
十
二
年
竣
工
）
も
架
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
橋
名
も
、
小
字
名「
板
橋
」の
北
側
に
並

ん
で
見
ら
れ
る「
町
下
」や「
イ
セ
川
」の
小
字

名
に
ち
な
ん
で
付
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
竹

内
街
道
が
伊
勢
参
り
の
道
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
イ
セ
の
名
が
残
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

竹
内
街
道
を
散
策
す
る
時
、こ
う
し
た「
茶

屋
」「
板
橋
」「
町
下
」「
イ
セ
川
」と
い
っ
た
古

く
か
ら
な
じ
ん
で
き
た
地
名
に
触
れ
る
と
、

い
っ
そ
う
興
味
も
わ
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
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「竹内街道」案内板と橋の風景

西田 孝司（松原市文化財保護審議会）

▲竹内街道の清堂川に架かる岡橋
（旧板橋）（岡1丁目）
（下左）板橋 （下中）町下橋 （下右）伊勢橋

▲「竹内街道」案内板（右：表面　左：裏面）
　岡5丁目・松原南コミュニティセンター・寛政9年道標前。
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